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ご協力ありがとうございました。善　意　銀　行
金  銭

物  品

テクス株式会社 様 20,000円
輪友会 様 10,000円
茨城県トラック協会　土浦支部 様 53,030円
土浦友の会 様 5,000円
一中地区民生委員児童委員協議会 様 3,551円
有限会社 茨城シー・ティー・ヴィー・サービス 様 50,000円
土浦地区医療安全ネットワーク 様 87,523円
土浦蕎麦同好会 様 6,000円
マルイ技建工業株式会社従業員一同 様 30,252円 

・切手・古切手
 一中地区民生委員児童委員協議会 様
 訪問看護ステーションharu style 様
 土浦協同病院 様
 右籾三区長寿会 様
 平出 まゆみ 様
 一中地区公民館 様

▲茨城県トラック協会 土浦支部 様　　

▲常総学院高等学校 様

・食品等
 八郷農家有志  様
 常総学院高等学校 様
 香味苑 様
・タオル
 常総学院高等学校 様

こども
から大

人まで

一緒に
楽しも

う！！

４月号（No.190）に掲載した寄付者名について、誤りがありましたので、お詫び申し上げます。

次号は、９月 15日（火）発行予定です。

申込・問合せ 土浦市新治総合福祉センター　　　☎862-3522

土浦市新治総合福祉センターで
活動しているクラブ・同好会の紹介
土浦市新治総合福祉センターで
活動しているクラブ・同好会の紹介

令和8年2月16日 ～ 4月30日

　4月 19日 (日 ) に第 36回「かすみがうらマラソン兼国際ブラインドマラソン2026」が開催され、今回も
多くの企業ボランティアの協力をいただき、無事に終了することができました。
　活動された１０企業３５０名の皆さん、ご協力ありがとうございました。

●●ご協力いただいた　企業ボランティア●●

ご協力ありがとうございました。

・日立建機㈱　　　・㈱常陽銀行　　・㈱筑波銀行　　・中川ヒューム管工業㈱
・明治安田生命保険相互会社　　・㈱日立インダストリアルプロダクツ
・ヨークグループ労働組合連合会　　・㈱かんぽ生命保険土浦支店
・㈱プロテリアル金属　　・㈱エムトラスト マクドナルド真鍋新町店

●さくらピラティス同好会●さくらピラティス同好会 ●ひまわり卓球クラブ●ひまわり卓球クラブ●ローズＤＳＣ●ローズＤＳＣ（ダンススポーツクラブ）（ダンススポーツクラブ）

【活 動 日】第 1・3月曜日
【活動時間】13:30 ～ 14:30
【講　　師】春川  倫美 氏
【会員条件】
・土浦市在住の方
・ピラティス経験のない方
※年齢は問いません

【活 動 日】毎週土曜日
【活動時間】13:30 ～ 15:30
【講　　師】徳野 芳枝 氏、池田 穣 氏
【会員条件】
・土浦市在住の方
・社交ダンス経験のない方
※年齢は問いません

【活 動 日】毎週金曜日
【活動時間】9:30 ～ 11:30
【会員条件】
・土浦市在住の方
・卓球経験のない方
・健康維持のために始めたい方
※年齢は問いません

こどもフェスティバル
【開催日】令和８年７月 11日（土）　※雨天決行
【時　間】10：00 ～ 14：00
【場　所】土浦市新治総合福祉センター　館内外

詳しくは、右の二次元コードを読み込んで
チラシをご覧ください。
詳しくは、右の二次元コードを読み込んで
チラシをご覧ください。
詳しくは、右の二次元コードを読み込んで
チラシをご覧ください。

土浦市新治総合福祉センターよりご案内

誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり



この広報紙は、市民の皆さまから寄せられた社協会費と赤い羽根共同募金の配分金により発行しております。つちうら社協だより つちうら社協だより

２ ３

「社協会費」にご協力お願いいたします！「社協会費」にご協力お願いいたします！
　土浦市社会福祉協議会（略称：社協）は「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」
を実現するため、「社協会員」を募り、「社協会費」のご協力をお願いしています。
　皆さまからお預かりした会費は、土浦市社会福祉協議会が行う地域福祉事業やボランティ
ア事業、子育て支援のほか、お住まいの地域で実施する福祉事業の貴重な財源として活用
されています。
　今年度も地域福祉事業充実のため、皆さまのご協力をお願いいたします。

令和７年度に皆さまからお預かりした会費は

12,061,100円　でした。
ご協力ありがとうございました！
戸別会費：11,401,100 円　　施設会費：660,000 円

地域福祉事業の取組内容の一部をご紹介させていただきます！

「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」
令和８年度 事業計画

「人生100年時代」と言われている長寿社会において、高齢者から若者まですべての世代に活躍の場があり、元気に活躍し続けられる社会、安心
して暮らすことのできる社会づくりが重要となっています。
 近年は、人口減少や少子高齢化の進行に伴い、団塊ジュニア世代が高齢者となる2040年を見据えて社会構造が大きく変容していく中で、地域・

家庭・職場等の様々な生活の場におけるつながりの希薄化や、価値観の多様化が進み、支え合いの基盤が弱まってきており、地域の支え合い機能の
更なる低下も懸念されています。
また、今般の労働力不足の問題や物価高騰等、社会経済情勢が急速に厳しさを増す中、コロナ禍を経て、経済的な困窮や社会的孤立、生きづらさ・

不安、子育ての孤立化など、より複雑化・複合化した地域生活課題や新たな福祉ニーズが社会全体に広がっている状況にあり、住み慣れた地域で誰
もが安心して暮らしていけるよう、地域共生社会の理念である、「誰ひとり取り残さない社会」「相互に支え合い人と人との繋がりが生まれる社会づ
くり」が求められています。
こうした中、本会は関係機関と連携して、複雑・複合化する福祉ニーズに適切に対応するため、「土浦市ふれあいネットワーク」を活用し、地域

課題を解決する３つの支援である「属性を問わない相談支援」「参加支援」「地域づくり支援」に基づき、包括的な支援体制を進めてまいります。
令和８年度は、令和５年度に策定した「第４次土浦市地域福祉活動計画」及び「第２次土浦市社会福祉協議会発展強化計画」から３年が経過す

ることから、基本理念である「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」に基づき位置付けを行った11の基本施策と60事業における策定後３年
間の実績に基づく検証等を行うとともに、新たな福祉課題等を捉えて次期計画の策定に向けてさらに組織基盤を強化し、地域福祉活動の持続と発展
に向けた取り組みを進めてまいります。

１　地域福祉活動の推進
地域福祉に興味が持てる環境を整備し、ボランティアや共同募金運
動配分金などの活用により、関係機関・団体・地域住民との連携・協
働による地域福祉活動を推進します。また、８中学校区ごとの福祉コ
ミュニティ圏域の実情に応じ、地域住民による共助の取り組みを活性
化させるため、課題を抱えている方の早期発見や課題を複合化させな
い予防策として、気軽に安心して通える居場所の確保を図るとともに、
地域資源を活用した連携の仕組みづくりに取り組みます。
　２　ふれあいネットワークシステムの充実
８中学校区コミュニティセンターに配置している「地域ケアコーディ
ネーター」を窓口とした総合支援体制を推進し、アウトリーチ活動を
通じた継続的支援事業に積極的に取り組み、「課題解決型」に加えて「伴
走型」の支援も取り入れ、多機関協働による各分野を横断した包括的
支援体制の構築を進めます。
　３　ボランティア・市民活動の推進
ボランティアセンターは、地域や新たな社会的課題の解決に向けて、
既存のボランティアを含めた、地域、行政、関係団体、学校、企業等
と連携して新たなネットワークづくりに取り組むとともに、地域福祉
を進める身近な窓口として、地域の人材育成・確保やボランティアの
裾野の拡大に努めます。併せて社協活動の理解を促進するため、新た
に作成したボランティアセンターパンフレットや福祉冊子等を活用し、
各学校での福祉体験講座の開催や各種ボランティア講座等を通じて、
福祉教育を学校・地域・企業等に広く進めてまいります。また、子ど
も食堂・地域食堂を実施する団体を支援し、地域住民が主体的に行動
できるよう支援します。
さらに、災害にも強いまちづくりを目指し、災害時における対応を
円滑に行うため、災害時におけるボランティアセンターについては、
運営マニュアルの改訂を行うとともに、災害に応じて、迅速かつスムー
ズな運営ができるよう更なる取組みを進めます。

４　広報活動・情報発信の強化
社協の活動や地域福祉活動を広く知ってもらうための戦略的な広報
の展開と、市民や事業者等、多様な主体が福祉に関心を持ち、地域の
福祉課題の発見や共有、解決に向けた取り組みができるよう、意識醸
成を図ります。
また、社協だよりやリニューアルを行ったホームページ、SNS等の
媒体を活用した市民目線での情報発信等により広報の質を高めるとと
もに、市内の事業者・法人への訪問活動や様々なイベント等、あらゆ
る機会を捉えて積極的かつ効果的な広報・啓発活動を進め、地域福祉
活動への関心を高めます。
　５　財政基盤の整備と事務局体制の強化
事業活動を積極的に広報し、本会への理解を高め、社協会費や共同
募金等の自主財源と社協会員の確保に努めるとともに、既存基金の活
用や社協だよりへの有料広告の導入等、長期的な視点に立って安定的
で継続性のある自主財源の確保に向けた取り組みを進めます。併せて
機能的な組織となるよう、時代に即した事務事業の合理化・効率化を
進めます。
さらに、持続可能な財政基盤を確立するため、既存の債権について
は法令等を的確に把握した上で、適切に対応してまいります。
　６　職員の資質向上と研修の充実
複合化・複雑化した福祉課題に適切に対応するため、OJTをさらに
充実させ、職員間での協議や指導を活発化させるとともに、計画的な
研修体系のもとに、職員の人材確保・育成・定着のため、働きやすい
職場環境の整備や職員の資質向上を図り、ソーシャル・ファシリテー
ション技術や人権意識を持った職員を育成します。
また、労働施策総合推進法の改正に伴い、カスタマーハラスメント
対策が雇用管理上の措置義務となる事を受けて、カスタマーハラスメ
ントやハラスメント方針の策定に向けた取り組みを進めます。

基 本 方 針

重 点 目 標

令和８年度　収支予算

施設管理運営事業等
197,903千円
（22.30％）

施設管理運営事業等
197,903千円
（22.30％）

在宅サービス・
障害相談事業
150,552千円
（16.96％）

在宅サービス・
障害相談事業
150,552千円
（16.96％）

指定管理料収入
230,542千円
（25.98％）

指定管理料収入
230,542千円
（25.98％） 地域包括支援センター事業

142,624千円
（16.07％）

地域包括支援センター事業
142,624千円
（16.07％）

生活相談事業
58,490千円（6.60％）
生活相談事業
58,490千円（6.60％）

支 出収 入

法人運営事業
193,940千円
（21.85％）

法人運営事業
193,940千円
（21.85％） 高齢福祉事業 

7,586千円（0.85％）

児童福祉事業
 7,233千円（0.81％）
障害福祉事業
17,131千円（1.93%)

母子寡婦父子福祉事業
1,207千円（0.14％）

ボランティアセンター活動推進事業
10,031千円（1.13％）

その他の収入
46,506千円（5.24％）

事業収入
2,854千円（0.32％）

自主財源
（社協会費、共同募金配分金等）
28,157千円（3.17%)

介護保険・自立支援給付費等収入
125,046千円
（14.09％）

介護保険・自立支援給付費等収入
125,046千円
（14.09％）

補助金収入・受託金収入
454,455千円
（51.20％）

補助金収入・受託金収入
454,455千円
（51.20％）

887,560千円 887,560千円

※土浦市社会福祉協議会の会員（一般会員・施設会員）とは、「社協と一緒にもっとこの地域
を良くしよう」と本会の行う地域福祉活動に賛同いただいた方及び社会福祉施設の方々です。

社協会費は強制ではありません。社協の事業に賛同してくださる方に
協力いただく【任意】のものです。

会費の種類と金額

地域福祉推進事業
100,863千円
（11.36％）

地域福祉推進事業
100,863千円
（11.36％）
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ネーター」を窓口とした総合支援体制を推進し、アウトリーチ活動を
通じた継続的支援事業に積極的に取り組み、「課題解決型」に加えて「伴
走型」の支援も取り入れ、多機関協働による各分野を横断した包括的
支援体制の構築を進めます。
　３　ボランティア・市民活動の推進
ボランティアセンターは、地域や新たな社会的課題の解決に向けて、
既存のボランティアを含めた、地域、行政、関係団体、学校、企業等
と連携して新たなネットワークづくりに取り組むとともに、地域福祉
を進める身近な窓口として、地域の人材育成・確保やボランティアの
裾野の拡大に努めます。併せて社協活動の理解を促進するため、新た
に作成したボランティアセンターパンフレットや福祉冊子等を活用し、
各学校での福祉体験講座の開催や各種ボランティア講座等を通じて、
福祉教育を学校・地域・企業等に広く進めてまいります。また、子ど
も食堂・地域食堂を実施する団体を支援し、地域住民が主体的に行動
できるよう支援します。
さらに、災害にも強いまちづくりを目指し、災害時における対応を
円滑に行うため、災害時におけるボランティアセンターについては、
運営マニュアルの改訂を行うとともに、災害に応じて、迅速かつスムー
ズな運営ができるよう更なる取組みを進めます。

４　広報活動・情報発信の強化
社協の活動や地域福祉活動を広く知ってもらうための戦略的な広報
の展開と、市民や事業者等、多様な主体が福祉に関心を持ち、地域の
福祉課題の発見や共有、解決に向けた取り組みができるよう、意識醸
成を図ります。
また、社協だよりやリニューアルを行ったホームページ、SNS等の
媒体を活用した市民目線での情報発信等により広報の質を高めるとと
もに、市内の事業者・法人への訪問活動や様々なイベント等、あらゆ
る機会を捉えて積極的かつ効果的な広報・啓発活動を進め、地域福祉
活動への関心を高めます。
　５　財政基盤の整備と事務局体制の強化
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基 本 方 針

重 点 目 標

令和８年度　収支予算

施設管理運営事業等
197,903千円
（22.30％）

施設管理運営事業等
197,903千円
（22.30％）

在宅サービス・
障害相談事業
150,552千円
（16.96％）

在宅サービス・
障害相談事業
150,552千円
（16.96％）

指定管理料収入
230,542千円
（25.98％）

指定管理料収入
230,542千円
（25.98％） 地域包括支援センター事業

142,624千円
（16.07％）

地域包括支援センター事業
142,624千円
（16.07％）

生活相談事業
58,490千円（6.60％）
生活相談事業
58,490千円（6.60％）

支 出収 入

法人運営事業
193,940千円
（21.85％）

法人運営事業
193,940千円
（21.85％） 高齢福祉事業 

7,586千円（0.85％）

児童福祉事業
 7,233千円（0.81％）
障害福祉事業
17,131千円（1.93%)

母子寡婦父子福祉事業
1,207千円（0.14％）

ボランティアセンター活動推進事業
10,031千円（1.13％）

その他の収入
46,506千円（5.24％）

事業収入
2,854千円（0.32％）

自主財源
（社協会費、共同募金配分金等）
28,157千円（3.17%)

介護保険・自立支援給付費等収入
125,046千円
（14.09％）

介護保険・自立支援給付費等収入
125,046千円
（14.09％）

補助金収入・受託金収入
454,455千円
（51.20％）

補助金収入・受託金収入
454,455千円
（51.20％）

887,560千円 887,560千円

※土浦市社会福祉協議会の会員（一般会員・施設会員）とは、「社協と一緒にもっとこの地域
を良くしよう」と本会の行う地域福祉活動に賛同いただいた方及び社会福祉施設の方々です。

社協会費は強制ではありません。社協の事業に賛同してくださる方に
協力いただく【任意】のものです。

会費の種類と金額

地域福祉推進事業
100,863千円
（11.36％）

地域福祉推進事業
100,863千円
（11.36％）
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生活福祉資金新型コロナ特例貸付の償還に関するお知らせ
　生活福祉資金新型コロナ特例貸付を受けている方で、現在の生活状況により、『貸付金を返済すること
が難しい』　『返済時期を遅らせたい』　ときは、以下の要件に該当し、手続きを行うことで、償還免除（一
部または全額）、償還猶予になる場合があります。生活状況をお伺いし、手続きをご案内いたしますので、
まずはご相談ください。

　貸付を受けてもなお、生活や仕事に心配なことがありましたら、ひとりで抱え込まずに
ご相談ください。

１． 償還免除（貸付金を返す必要がなくなること）
要　件 ①住民税が非課税である
 ②生活保護を受給した
 ③精神障害者保健福祉手帳（1級）・身体障害者手帳（1級または 2級）・療育手帳（Ⓐまたは
 　A）・のいずれかの交付を受けた
　　　　のいずれかに該当する場合

２． 償還猶予（貸付金の返済開始を遅らせること）
要　件 ①病気療養中である
 ②失業中である
 ③他の借入金の償還猶予を受けている
 ④その他の事由により償還することが著しく困難である　のいずれかに該当する場合
 ※償還免除または償還猶予の審査・決定は、茨城県社会福祉協議会が行います。

〇償還に関する問合せ：茨城県社会福祉協議会専用ダイヤル　☎029-297-6526
〇生活や仕事に関する問合せ：暮らし自立サポートセンター　☎822-7610 

●地域包括支援センターうらら（一中地区、三中地区、四中地区、六中地区）
　☎824-0332　　土浦市大和町 9-2　ウララ 2ビル 4階
●地域包括支援センターかんだつ（二中地区、五中地区、都和地区、新治地区）
　☎869-7035　　土浦市神立中央 5-4-14

ご相談ください
！ 地域包括支援センター

高齢者の方が住み慣れた地域で、安心した生活が続けられるように支援を行う総合機関です。

わた
したち

がサポートします

令和７年度　収支決算

施設管理運営事業等
203,096,361円
（19.56％）

施設管理運営事業等
203,096,361円
（19.56％）

在宅サービス・
障害相談事業
161,944,081円
（15.60％）

在宅サービス・
障害相談事業
161,944,081円
（15.60％）

前期末支払
資金残高

155,126,369円
（14.94％）

前期末支払
資金残高

155,126,369円
（14.94％）

受託金収入
276,661,421円
（26.65％） 

受託金収入
276,661,421円
（26.65％） 指定管理料収入

229,931,000円
（22.15％）

指定管理料収入
229,931,000円
（22.15％）

地域福祉推進事業
97,528,938円
（9.40％）

地域福祉推進事業
97,528,938円
（9.40％）

事業・拠点・
サービス区分間繰入金収入
27,717,789円（2.67％）

負担金収入
360,000円（0.03％）

事業収入・貸付事業等収入
2,582,338円（0.25％）

当期末支払資金残高
136,185,458円
（13.12％）

当期末支払資金残高
136,185,458円
（13.12％）

地域包括支援
センター事業

133,137,221円
（12.82％）

地域包括支援
センター事業

133,137,221円
（12.82％）

生活相談事業
72,506,824円
（6.98％）

生活相談事業
72,506,824円
（6.98％）

支 出収 入

法人運営事業
194,825,933円
（18.77％）

法人運営事業
194,825,933円
（18.77％）

高齢福祉事業
7,178,461円（0.69％）

児童福祉事業
6,109,686円（0.59％）

障害福祉事業
16,154,957円（1.56％）

母子寡婦父子福祉事業
557,375円（0.05％）

ボランティアセンター活動推進事業
8,917,542円（0.86％）

その他の収入　18,960,151円（1.83％）

自主財源
（社協会費、共同募金配分金等）
30,262,727円（2.91％）

介護保険・自立支援給付費等収入
118,402,042円（11.41％）
介護保険・自立支援給付費等収入
118,402,042円（11.41％）

補助金収入
178,139,000円
（17.16％）

補助金収入
178,139,000円
（17.16％）

1,038,142,837円 1,038,142,837円

令和７年度　事業報告令和７年度　事業報告令和７年度　事業報告
　土浦市社会福祉協議会では、令和５年度を初年度とする「第４次土浦市地域福祉活動計画」及び
「第２次土浦市社会福祉協議会発展・強化計画」を基に、計画的に事業を進めてまいりました。

各種ボランティア養成講座の開催など

世代を問わない広報活動や継続的な情報発信の実施 災害ボランティアセンター設置運営訓練、認知症
サポーター研修などの実施

高齢者交流会など地域福祉活動の実施 子ども食堂や地域食堂の運営支援など
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生活福祉資金新型コロナ特例貸付の償還に関するお知らせ
　生活福祉資金新型コロナ特例貸付を受けている方で、現在の生活状況により、『貸付金を返済すること
が難しい』　『返済時期を遅らせたい』　ときは、以下の要件に該当し、手続きを行うことで、償還免除（一
部または全額）、償還猶予になる場合があります。生活状況をお伺いし、手続きをご案内いたしますので、
まずはご相談ください。

　貸付を受けてもなお、生活や仕事に心配なことがありましたら、ひとりで抱え込まずに
ご相談ください。

１． 償還免除（貸付金を返す必要がなくなること）
要　件 ①住民税が非課税である
 ②生活保護を受給した
 ③精神障害者保健福祉手帳（1級）・身体障害者手帳（1級または 2級）・療育手帳（Ⓐまたは
 　A）・のいずれかの交付を受けた
　　　　のいずれかに該当する場合

２． 償還猶予（貸付金の返済開始を遅らせること）
要　件 ①病気療養中である
 ②失業中である
 ③他の借入金の償還猶予を受けている
 ④その他の事由により償還することが著しく困難である　のいずれかに該当する場合
 ※償還免除または償還猶予の審査・決定は、茨城県社会福祉協議会が行います。

〇償還に関する問合せ：茨城県社会福祉協議会専用ダイヤル　☎029-297-6526
〇生活や仕事に関する問合せ：暮らし自立サポートセンター　☎822-7610 

●地域包括支援センターうらら（一中地区、三中地区、四中地区、六中地区）
　☎824-0332　　土浦市大和町 9-2　ウララ 2ビル 4階
●地域包括支援センターかんだつ（二中地区、五中地区、都和地区、新治地区）
　☎869-7035　　土浦市神立中央 5-4-14

ご相談ください
！ 地域包括支援センター

高齢者の方が住み慣れた地域で、安心した生活が続けられるように支援を行う総合機関です。
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施設管理運営事業等
203,096,361円
（19.56％）

施設管理運営事業等
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（15.60％）

在宅サービス・
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資金残高
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資金残高
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（14.94％）

受託金収入
276,661,421円
（26.65％） 

受託金収入
276,661,421円
（26.65％） 指定管理料収入

229,931,000円
（22.15％）

指定管理料収入
229,931,000円
（22.15％）

地域福祉推進事業
97,528,938円
（9.40％）

地域福祉推進事業
97,528,938円
（9.40％）

事業・拠点・
サービス区分間繰入金収入
27,717,789円（2.67％）

負担金収入
360,000円（0.03％）

事業収入・貸付事業等収入
2,582,338円（0.25％）

当期末支払資金残高
136,185,458円
（13.12％）

当期末支払資金残高
136,185,458円
（13.12％）

地域包括支援
センター事業

133,137,221円
（12.82％）

地域包括支援
センター事業

133,137,221円
（12.82％）

生活相談事業
72,506,824円
（6.98％）

生活相談事業
72,506,824円
（6.98％）

支 出収 入

法人運営事業
194,825,933円
（18.77％）

法人運営事業
194,825,933円
（18.77％）

高齢福祉事業
7,178,461円（0.69％）

児童福祉事業
6,109,686円（0.59％）

障害福祉事業
16,154,957円（1.56％）

母子寡婦父子福祉事業
557,375円（0.05％）

ボランティアセンター活動推進事業
8,917,542円（0.86％）

その他の収入　18,960,151円（1.83％）

自主財源
（社協会費、共同募金配分金等）
30,262,727円（2.91％）

介護保険・自立支援給付費等収入
118,402,042円（11.41％）
介護保険・自立支援給付費等収入
118,402,042円（11.41％）

補助金収入
178,139,000円
（17.16％）

補助金収入
178,139,000円
（17.16％）

1,038,142,837円 1,038,142,837円

令和７年度　事業報告令和７年度　事業報告令和７年度　事業報告
　土浦市社会福祉協議会では、令和５年度を初年度とする「第４次土浦市地域福祉活動計画」及び
「第２次土浦市社会福祉協議会発展・強化計画」を基に、計画的に事業を進めてまいりました。

各種ボランティア養成講座の開催など

世代を問わない広報活動や継続的な情報発信の実施 災害ボランティアセンター設置運営訓練、認知症
サポーター研修などの実施

高齢者交流会など地域福祉活動の実施 子ども食堂や地域食堂の運営支援など



広告募集！ 社協だよりに
広告を出しませんか？

発行回数 年４回

発行部数 58,500 部 / 回
社協HP

土浦市内へ全戸配布のほか、社会福祉施設にも配付されます。

広告掲載に関する詳しい条件や申込方法は、
枠内二次元コードより社協HPにてご確認ください。

「心配ごと相談」のご案内
日常のお困りごと、お悩みを相談できる

日　時　第 1・第 3水曜日
　　　　（祝日は除く）
　　　　13:00 ～ 16:00
場　所　土浦市総合福祉会館４階
その他　予約は必要ありません。
　　　　来館順に対応いたします。

【問合せ先】生活相談係　　☎822-7610

７月～９月の相談日

７月：１日、15日

８月：５日、19日

９月：２日、16日

６ ７

つちうら社協だよりつちうら社協だより

つちまる学習塾の取り組みについて土浦市子どもの学習支援事業

　今年度も４月から開講いたしました！！生徒一人ひとりの「わからないきもち」に寄り添い、学習の
フォローだけでなく、身近な相談相手としても学習支援員や学習ボランティアがいます。

生活相談係　☎822-7610

問合せ二次元コード

気になる方は左記二次元コードより
お問合せください。

　生活支援員は、認知症、知的障害及び精神障害などにより、福祉サービスの利用手続きや日常的な金銭管理を行うことに不安
がある方を支援します。
　職員が利用者の方との顔合わせや支援内容の説明など丁寧に行いますので、初めての方でもご安心ください。興味のある方は
まずご連絡ください。

募集人数　１名
活動場所　土浦市社会福祉協議会

利用者の自宅、福祉施設、
金融機関などを訪問

活 動 日　月１日～２日
１日あたり概ね２時間以内

内　　容　福祉サービスの
利用手続きの支援
日常的な金銭管理の支援
（預貯金の払戻し、支払い）

雇用期間　１年間
　　　　　（年度雇用、更新あり）

資　　格　普通自動車運転免許
申込締切　令和８年７月 31日（金）
選考方法　事前に履歴書を持参または

郵送のうえ、面接

成年後見センターつちうら（生活相談係内）　☎821-1152

日常生活自立支援事業の「生活支援員」を募集しています！

　つちまる学習塾は、経済的な事情から塾に通うことの難しい子どもがいる世帯の４年生～９年生を
対象にしています。

卒養
生から

の

メッ
セージ

つちまる学習塾の様子

生活支援員の支援の流れ【生活費の出し入れのお手伝い・生活の見守りの場合】

お元気でしたよ！お元気でしたよ！

利用者

生活支援員
生活支援員

生活支援員生活支援員

専門員

専門員

銀行

社会福祉協議会

社会福祉協議会

利用者の通帳

利用者の通帳 支援の記録

利用者の自宅・施設・病院
ありがとうございました。
いかがでしたか？

安心だわ。

お元気でしたか？お元気でしたか？

払い戻しをお願いします。払い戻しをお願いします。

よろしくお願いします！

レクリエーション
　　ボランティア募集！
レクリエーション
　　ボランティア募集！あなたの特

技で、

笑顔を届け
よう！

　音楽、ダンス、落語―あなたの得意なパフォーマンスで、福祉施設や地域のイベントに楽し
いひとときを。観る人の心を明るくし、一緒に素敵な時間を作りましょう！初心者でも大歓迎。
あなたの一歩が誰かの幸せにつながります。

経験は問いま
せん！

音楽や踊りが
好きな方、

誰かを楽しま
せたい方、

大歓迎です。

興味がある方
はご連絡くだ

さい！

二次元コード
からも登録で

きます。

登録フォーム

申込みフォーム

音楽で心をつなぐ

ダンスで笑顔を広げる

あなたの歌声で
癒しを届ける

♪
♪

青少年ワークショップ参加者募集
１　日時・場所
　　事　前　研　修：令和８年 7月 28日（火）　9：30～ 12：00
　　　　　　　　　　土浦市総合福祉会館４階
　　ワークショップ：令和８年８月 19日（水）～ 20日（木）　各日とも 8：30～ 17：00
　　　　　　　　　　土浦市総合福祉会館４階及び市内の社会福祉施設
　　　　　　　　　　令和８年８月 21日（金）　8：30～ 12：30
　　　　　　　　　　土浦市総合福祉会館４階
２　活動内容【次の４コースから第１希望・第２希望をお選びください。】
　　Ａ：保育施設での活動体験
　　Ｂ：障害児通所施設での活動体験
　　Ｃ：高齢者通所施設での活動体験
　　Ｄ：障害者通所施設での活動体験
３　対象者
　　市内在住もしくは在学の高校生・大学生・専門学校生
４　定員
　　30名（申込多数の場合、抽選となります）
５　参加費
　　無料（昼食実費負担あり）
６　申込方法：７月 16日（木）までに二次元コードの申込フォームから

福祉施設で

活動してみよ
う！

土浦市ボランティアセンター　　☎827-1891


